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(57)【要約】
【課題】　本発明は上記問題を解決するものであって、高い伸度を有し、かつ環境負荷低
減を考慮してなる不織布を、製造コストをかけずに容易に提供することを課題とするもの
である。
【解決手段】　破断伸び率が３００％以上のポリ乳酸短繊維を主体繊維とし、構成繊維同
士がニードルパンチ処理により三次元的に交絡して一体化してなる不織布であり、該不織
布の伸び率が縦方向および横方向ともに２００％以上であることを特徴とする高伸度短繊
維不織布である。
　また、破断伸び率が３００％以上のポリ乳酸短繊維を構成するポリ乳酸フタレートの複
屈折率が０．０１５以下であることが好ましい。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　破断伸び率が３００％以上のポリ乳酸短繊維を主体繊維とし、構成繊維同士がニードル
パンチ処理により三次元的に交絡して一体化してなる不織布であり、該不織布の伸び率が
縦方向および横方向ともに２００％以上であることを特徴とする高伸度短繊維不織布。
【請求項２】
　破断伸び率が３００％以上のポリ乳酸短繊維を構成するポリ乳酸の複屈折率が０．０１
５以下であることを特徴とする請求項１記載の高伸度短繊維不織布。
【請求項３】
　不織布が、破断伸び率が３００％以上のポリ乳酸短繊維のみから構成され、該不織布の
伸び率が縦方向および横方向ともに２５０％以上であることを特徴とする請求項１または
２記載の高伸度短繊維不織布。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の高伸度短繊維不織布によって構成される土木用シート
。
【請求項５】
　請求項４記載の土木用シートによって構成される防砂シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高い伸長性をもち、機械的特性にも優れた短繊維不織布に関するものである
。特に、土木用途、建築用途等に好適に用いられる短繊維不織布に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　伸度の高い不織布としては、熱収縮性能の異なる複数の不織布を積層しニードルパンチ
で接合した後に熱処理を施し、各層の熱収縮差により積層不織布に凹凸皺を発生付与した
ものが挙げられる（例えば、特許文献１）。特許文献１の不織布によれば、引張応力が加
わることにより不織布の有する凹凸皺が伸びることによって高伸度となる。すなわち、皺
の大きさの分だけ、伸びを発現することとなる。
【０００３】
　しかしながら、不織布に付与できる凹凸皺の大きさには限度があり、さらに高い伸び率
、例えば３００％付近の伸び率を凹凸皺により付与することは困難である。また、この方
法では、凹凸皺を付与するためには、熱処理工程を必須としており、工数が増えることに
よる労力やエネルギー消費の大きいものである。さらには、積層不織布に凹凸皺が付与さ
れているため必然的に嵩の高い不織布になり、保管や輸送効率においても不利である。
【０００４】
　一方、大半の不織布は石油系合成繊維を原料として製造されているが、近年、石油資源
の枯渇や温暖化ガス（二酸化炭素）の増加など、資源環境問題が深刻化しており、環境負
荷低減の対策が必要となり、石油資源への依存を低減し、温暖化ガスの増加を防ぐため植
物由来の原料で製造された商品の普及推進が求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１５０７３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上記問題を解決するものであって、高い伸度を有し、かつ環境負荷低減を考慮
してなる不織布を、製造コストをかけずに容易に提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　本発明者は、上記の課題を達成するために検討した結果、本発明に到達した。
【０００８】
　すなわち、本発明は、破断伸び率が３００％以上のポリ乳酸短繊維を主体繊維とし、構
成繊維同士がニードルパンチ処理により三次元的に交絡して一体化してなる不織布であり
、該不織布の伸び率が縦方向および横方向ともに２００％以上であることを特徴とする高
伸度短繊維不織布を要旨とするものである。
【０００９】
　以下、本発明を詳細に説明する。
【００１０】
　本発明の不織布は、破断伸び率が３００％以上のポリ乳酸短繊維を主体繊維としている
。このような破断伸び率が３００％以上のポリ乳酸短繊維としては、短繊維を構成するポ
リ乳酸の複屈折率が０．０１５以下である短繊維を用いるとよい。好ましくは、ポリ乳酸
の複屈折率が０．００６以下である。ポリ乳酸短繊維において、ポリ乳酸の複屈折率が０
．０１５以下のものは、繊維の配向結晶化がほとんど進んでいない。したがって、短繊維
は、引張応力に対して３００％以上の大きな伸度を発揮するものとなる。このようなポリ
乳酸短繊維を構成繊維とする不織布に引張応力が付加されると、この引張応力によって該
ポリ乳酸短繊維自身が容易に伸長する。その結果、不織布は、縦方向、横方向ともに、高
い伸び率すなわち２００％以上の破断伸び率を有するものとなる。短繊維を構成する重合
体として、ポリ乳酸を選択する理由は、植物由来の原料であり、植物由来の原料は、燃や
しても、もともと空気中にあった二酸化炭素を再び空気中に戻すだけである、いわゆるカ
ーボンニュートラルであり、地球温暖化への影響はなく、このような植物由来の原料の利
用を図ることは、石油由来のエネルギーや製品の代替につながり、化石資源由来の二酸化
炭素の発生を抑制できることから、地球温暖化の防止の観点から好ましいためである。
【００１１】
　このように複屈折率が０．０１５以下のポリ乳酸によって構成される短繊維は、例えば
、溶融紡糸における紡糸速度を低紡速（８００～１３００ｍ／分）で行って、紡糸段階に
おいてもポリ乳酸の結晶配向化が促進しないようにし、その後、溶融紡糸により得られた
繊維は、熱延伸を施さずに結晶配向を促進させないようにすることで得ることができる。
【００１２】
　本発明の不織布は、破断伸び率が３００％以上のポリ乳酸短繊維を主体繊維としている
が、本発明の効果を損なわない範囲であれば、破断伸び率が３００％以上のポリ乳酸短繊
維以外の短繊維（以下、「他の短繊維」という）を含有してもよい。ただし、他の短繊維
を含む場合の含有率は多くとも２０質量％未満とし、より好ましくは多くとも１０質量％
以下とする。なお、本発明の不織布においては、破断伸び率が３００％以上のポリ乳酸短
繊維のみを構成繊維とすることが最も好ましい。他の短繊維の含有率が多くなると得られ
る短繊維不織布の破断伸び率が小さくなる傾向となる。他の短繊維は、破断伸び率は５０
％以上の短繊維であることが好ましい。破断伸び率が５０％以下の場合、得られる不織布
の破断伸び率が低下する傾向となるためである。他の短繊維を構成するポリエステルとし
ては、ポリ乳酸、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリエチ
レンナフタレート等が挙げられるが、環境配慮の観点からポリ乳酸が好ましい。
【００１３】
　本発明において用いられるポリ乳酸としては、ポリＤ－乳酸、ポリＬ－乳酸、ポリＤ－
乳酸とポリＬ－乳酸との共重合体であるポリＤＬ－乳酸、ポリＤ－乳酸とポリＬ－乳酸と
の混合物（ステレオコンプレックス）、ポリＤ－乳酸とヒドロキシカルボン酸との共重合
体、ポリＬ－乳酸とヒドロキシカルボン酸との共重合体、ポリＤ－乳酸またはポリＬ－乳
酸と脂肪族ジカルボン酸および脂肪族ジオールとの共重合体、あるいはこれらのブレンド
体とすることが好ましい。
【００１４】
　また、ポリ乳酸としては、なかでも融点が１２０℃以上で融解熱が１０Ｊ／ｇ以上のも
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のを選択することが好ましい。ポリ乳酸のホモポリマーであるポリＬ－乳酸やポリＤ－乳
酸の融点は約１８０℃であるが、Ｄ－乳酸とＬ－乳酸との共重合体の場合、いずれかの成
分の割合を１０モル％以上とすると、融点はおよそ１３０℃程度となり、さらに、いずれ
かの成分の割合を１８モル％以上とすると、融点は１２０℃未満、融解熱は１０Ｊ／ｇ未
満となって、ほぼ完全に非晶性の性質となる。このようなポリマーは、製造工程において
特に熱延伸し難くなり、実用上問題のない強度を有する繊維が得られにくくなり、また、
耐熱性、耐摩耗性に劣る傾向にある。
【００１５】
　そこで、ポリ乳酸としては、ラクチドを原料として重合するときのＬ－乳酸やＤ－乳酸
の含有割合で示されるＬ－乳酸とＤ－乳酸の含有比（モル比）であるＬ／ＤまたはＤ／Ｌ
が、８２／１８以上のものが好ましく、なかでも９０／１０以上、さらには９５／５以上
とすることが好ましい。
【００１６】
　また、ポリ乳酸のなかでも、ポリＤ－乳酸とポリＬ－乳酸との混合物（ステレオコンプ
レックス）は、融点が２００～２３０℃と高いため、耐熱性を要する用途には好ましく用
いることができる。
【００１７】
　ポリ乳酸とヒドロキシカルボン酸の共重合体である場合は、ヒドロキシカルボン酸の具
体例としてはグリコール酸、ヒドロキシ酪酸、ヒドロキシ吉草酸、ヒドロキシカプロン酸
、ヒドロキシペンタン酸、ヒドロキシヘプタン酸、ヒドロキシオクタン酸等が挙げられる
。なかでもヒドロキシカプロン酸またはグリコール酸を用いることがコスト面からも好ま
しい。
【００１８】
　ポリ乳酸と脂肪族ジカルボン酸および脂肪族ジオールとの共重合体の場合は、脂肪族ジ
カルボン酸および脂肪族ジオールとしては、セバシン酸、アジピン酸、ドデカン二酸、ト
リメチレングリコール、１，４－ブタンジオール、１，６－ヘキサンジオール等が挙げら
れる。
【００１９】
　ポリ乳酸に他の成分を共重合させる場合は、ポリ乳酸を８０モル％以上とすることが好
ましい。８０モル％未満であると、共重合体の結晶性が低くなり、融点１２０℃未満、融
解熱１０Ｊ／ｇ未満となりやすい。
【００２０】
　ポリ乳酸の分子量としては、分子量の指標として用いられるＡＳＴＭ　Ｄ－１２３８法
に準じ、温度２１０℃、荷重２１６０ｇで測定したメルトフローレートが１～１００ｇ／
１０分であることが好ましく、より好ましくは５～５０ｇ／１０分である。メルトフロー
レートをこの範囲にすることにより、強度、湿熱分解性、耐摩耗性が向上する。
【００２１】
　また、ポリ乳酸の耐久性を高める目的で、ポリ乳酸に脂肪族アルコール、カルボジイミ
ド化合物、オキサゾリン化合物、オキサジン化合物、エポキシ化合物などの末端封鎖剤を
添加してもよい。さらに、本発明の目的を損なわない範囲であれば、必要に応じて、ポリ
乳酸中に熱安定剤、結晶核剤、艶消剤、顔料、耐光剤、耐候剤、滑剤、酸化防止剤、抗菌
剤、香料、可塑剤、染料、界面活性剤、難燃剤、表面改質剤、各種無機および有機電解質
、その他類似の添加剤を１種類または２種類以上添加してもよい。
【００２２】
　本発明の不織布を構成する短繊維の単糸繊度は、特に限定するものではなく用途に応じ
て適宜選択すればよいが、１．３～３３ｄｔｅｘが好ましく、さらには２．２～１１ｄｔ
ｅｘがより好ましい。単糸繊度が１．３ｄｔｅｘ未満のものは、繊維自体の強力が劣る傾
向にあり、用途が限定される傾向となる。一方、３３ｄｔｅｘを超えると、同じ目付の不
織布を得ようとしたときに、不織布を構成する短繊維の本数が相対的に少なくなり、不織
布の強度が低くなる傾向にある。
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【００２３】
　不織布を構成する短繊維の繊維長は、３２～１００ｍｍが好ましく、さらには３８ｍｍ
以上がより好ましい。繊維長を３２ｍｍ以上とすることにより、破断伸び率のより高い不
織布が得られ易い。また、製造工程におけるカード機での開繊時に、繊維の脱落が発生し
にくく操業性が良好である。一方、繊維長を１００ｍｍ以下とすることにより、得られる
不織布の地合いが均一となり、また、カード機で良好に解繊できる。　本発明の不織布は
、構成繊維同士がニードルパンチ処理により三次元的に交絡して一体化してなる。構成繊
維同士がニードルパンチ処理により三次元的に交絡しているため、繊維の長手方向におけ
る繊維軸は不織布の面方向だけでなく不織布の厚み方向にも位置して三次元的に配置され
ることとなる。また、その三次元的な方向に位置した状態で交絡しているため、構成繊維
はある程度の自由度を有するものとなり、引張応力に対して不織布としても伸びやすい形
態となる。また、厚みが大きく嵩高の不織布となるため、土木用途や建築用途に好適に使
用できる。
【００２４】
　本発明の不織布の目付は、特に限定するものではなく用途に応じて適宜選択すればよい
が、１５０～２０００ｇ／ｍ2程度が好ましい。
【００２５】
　本発明の不織布の厚みは、特に限定するものではなく用途に応じて適宜選択すればよい
が、保管や輸送等のコストあるいは敷設時の作業性を考慮すると、厚みが大き過ぎないも
のが好ましく、具体的には不織布の目付が１５０～１０００ｇ／ｍ2の範囲では２～５ｍ
ｍ程度が好ましい。
【００２６】
　本発明の高伸度短繊維不織布は、伸長性と機械的特性に優れているので、土木用途、建
築用途等に好適に用いることができる。特に土木用として、地面その他の凸凹状の起伏を
有する場所に不織布を敷設する場合に、敷設面への追従が容易で、作業性をはじめとする
施工性を大巾に改善することができる。また、本発明の高伸度短繊維不織布は生分解性を
有するポリ乳酸によって構成されているため、ポリ乳酸の生分解性を考慮し、敷設する環
境を考慮して適用すれば、敷設してから数年後にポリ乳酸が除々に分解するため、用途と
しての役割が終わった際に回収が不要となるため省力化も図ることができる。
【００２７】
　本発明の不織布を土木用途に用いる場合は、強度が２００Ｎ／５ｃｍ程度以上であれば
土木分野、例えば防砂シート等の用途に好適に用いることができ、より好ましくは強度が
４００Ｎ／５ｃｍ以上、さらに好ましくは強度が５００Ｎ／５ｃｍ以上である。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明の高伸度短繊維不織布は、破断伸び率３００％以上のポリ乳酸短繊維を主体繊維
とするニードルパンチ短繊維不織布であり、該短繊維が容易に伸長しやすい性質を有する
ことから、短繊維不織布の破断応力以下の応力で該短繊維が容易に伸長する。したがって
、縦方向、横方向ともに２００％以上の破断伸び率を有する高伸度であって、環境負荷低
減が可能な短繊維不織布を提供することが可能になる。
【実施例】
【００２９】
　次に、実施例を用いて本発明を具体的に説明する。実施例中の各種の特性値等の測定、
評価方法は次の通りである。
（１）ポリ乳酸のメルトフローレート（ｇ／１０分）
　ＡＳＴＭ　Ｄ－１２３８に準じて温度２１０℃、荷重２１６０ｇで測定した。
（２）ポリ乳酸の相対粘度
　フェノールと四塩化エタンとの等量混合物を溶媒として、温度２０℃で測定した。
（３）不織布の目付
　ＪＩＳ　Ｌ　１９１３　６．２に準じて測定した。
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（４）不織布の厚み
　ＪＩＳ　Ｌ　１９１３　６．１．２　Ａ法に準じ、０．５ＫＰａの荷重で測定した。
（５）不織布の引張強さ（強度）及び破断伸び率
　ＪＩＳ　Ｌ　１９１３　６．３に準じ、５ｃｍ巾の試料をつかみ間隔１０ｃｍ、引張速
度１０ｃｍ／ｍｉｎで測定した。
【００３０】
実施例１
　融点１７０℃、溶融融解熱３８Ｊ／ｇ、ＭＦＲ（メルトフローレート）２３ｇ／１０分
、相対粘度１．８５のポリＤＬ－乳酸（Ｌ／Ｄ＝９８．５／１．５）を準備し、通常の紡
糸装置を用いて、紡糸温度２４０℃、吐出量５０３ｇ／分、紡糸速度１０００ｍ／分の条
件で紡糸し、未延伸糸を得た。このとき、紡糸口金として、丸断面の０．２０Φの吐出孔
が１４５０個穿孔されたものを用いた。得られた未延伸糸を１２．４ｋｔｅｘの繊維束に
集束し延伸を行わず、クリンパーで機械捲縮を付与した。その後、ラウリルホスフェート
カリ塩を主成分とする一般紡績用油剤を付着量が０．２質量％となるように付与した後、
カットして単糸繊度３．３ｄｔｅｘ、繊維長６４ｍｍの高伸度のポリ乳酸短繊維（以下、
高伸度の短繊維という。）を得た。この高伸度の短繊維の複屈折率は、０．００５、伸度
３３０％であった。
【００３１】
　得られた高伸度の短繊維をカード機で解繊した後、クロスレイアーで積層し乾式ウェブ
を作成し、その後バーブ付きニードルを有するニードルロッカーに通して、針密度６０パ
ンチ／ｃｍ2にてニードリングを行い８００ｇ／ｍ2の短繊維不織布を得た。
【００３２】
実施例２～５
　短繊維不織布の目付を表１に示す値に変更した以外は、実施例１と同様にして短繊維不
織布を得た。
【００３３】
実施例６、７
　ニードリングの針密度を表１に示す数に変更した以外は、実施例１と同様にして短繊維
不織布を得た。
【００３４】
実施例８
　実施例１において、紡糸口金として、丸断面の０．２８Φの吐出孔が５１８個穿孔され
たものを用いたこと以外は実施例１と同様にして、単糸繊度７．７ｄｔｅｘ、繊維長６４
ｍｍの高伸度のポリ乳酸短繊維（高伸度の短繊維）を得た。この高伸度の短繊維の複屈折
率は、０．００４、伸度３６０％であった。
　得られた高伸度の短繊維をカード機で解繊した後、クロスレイアーで積層し乾式ウェブ
を作成し、その後バーブ付きニードルを有するニードルロッカーに通して、針密度６０パ
ンチ／ｃｍ2にてニードリングを行い８００ｇ／ｍ2の短繊維不織布を得た。
【００３５】
実施例９～１２
　短繊維不織布の目付を表１に示す値に変更した以外は、実施例８と同様にして短繊維不
織布を得た。
【００３６】
実施例１３～１４
　ニードリングの針密度を表１に示す数に変更した以外は、実施例８と同様にして短繊維
不織布を得た。
【００３７】
実施例１５
　高伸度の短繊維として実施例１で得られた高伸度の短繊維を用い、高伸度の短繊維以外
の他の短繊維としてユニチカ社製ポリ乳酸短繊維＜ＰＬ０１＞４．４Ｔ５１（破断伸び率
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６０％）を用い、高伸度の短繊維と他の短繊維との質量比率を９０／１０（高伸度の短繊
維／他の短繊維）とし、実施例１と同様にして短繊維不織布を得た。
【００３８】
実施例１６
　高伸度の短繊維として実施例８で得られた高伸度の短繊維を用い、高伸度の短繊維以外
の他の短繊維としてユニチカ社製ポリ乳酸短繊維＜ＰＬ０１＞４．４Ｔ５１（破断伸び率
６０％）を用い、高伸度の短繊維と他の短繊維との質量比率を９０／１０（高伸度の短繊
維／他の短繊維）とし、実施例８と同様にして短繊維不織布を得た。
【００３９】
比較例１
　高伸度の短繊維として実施例１で得られた高伸度の短繊維を用い、高伸度の短繊維以外
の他の短繊維としてユニチカ社製ポリ乳酸短繊維＜ＰＬ０１＞４．４Ｔ５１（破断伸び率
６０％）を用い、高伸度の短繊維と他の短繊維との質量比率を８０／２０（高伸度の短繊
維／他の短繊維）とし、実施例１と同様にして短繊維不織布を得た。
【００４０】
比較例２
　高伸度の短繊維として実施例８で得られた高伸度の短繊維を用い、高伸度の短繊維以外
の他の短繊維としてユニチカ社製ポリ乳酸短繊維＜ＰＬ０１＞４．４Ｔ５１（破断伸び率
６０％）を用い、高伸度の短繊維と他の短繊維との質量比率を８０／２０（高伸度の短繊
維／他の短繊維）とし、実施例８と同様にして短繊維不織布を得た。
【００４１】
比較例３
短繊維としてユニチカ社製ポリ乳酸短繊維＜ＰＬ０１＞４．４Ｔ５１（破断伸び率６０％
）のみを用い、実施例１と同様にして短繊維不織布を得た。
【００４２】
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【表１】

　表１から明らかなように、実施例１～１６で得られた短繊維不織布は、破断伸び率が縦
方向および横方向ともに２００％以上の高い伸びを有する短繊維不織布であった。なかで
も、実施例１～１４の短繊維不織布は、複屈折率が０．０１５以下、破断伸び率が３００
％以上の短繊維のみを用いたものであり、縦方向および横方向ともに２５０％以上の破断
伸び率で非常によく伸び、かつ機械的特性に優れた短繊維不織布であった。
【００４３】
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　一方、比較例１、２の短繊維不織布は破断伸び率の低い短繊維が２０質量％含むもので
あったため、破断伸び率が実施例に比べて劣るものであった。比較例３の短繊維不織布は
、破断伸び率の低い短繊維のみであったため、破断伸び率の低い短繊維不織布であった。
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